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≪夏の想い出≫ 

 

通所生活介護              原田デイ               今泉デイ 

   

  生け花に挑戦しました。        岳南鉄道に乗りました。      西湖コウモリ穴へ行ってきました。 

 

 

【編集後記】 

   長い夏休みも終わり、デイの子ども達は、みんな元気に学校へ行き始めました。 

  この夏は、色んなことを体験して、沢山の思い出を作りましたね。この様子は、各事業所の今月のお便りや、 

  ごうでぃんぐのHPにも掲載されています。是非、ご覧になって下さい。 

                                                担当 外山 

 

令和元年９月吉日 副理事・所長 海老澤政昭 

 

陽が短くなりました。朝晩の空気も少し変わったようです。着実に秋に近づいているようですね。長い夏休みを終え、今 

年の後半戦、突入間近です。９月からは本格的な建設工事になります。日に日に変わっていく様を見ていると、確実に、新し 

い場所での生活が近づいていることを感じることができます。法人としても、事業所としても、来年度の体制作りや具体的行 

動計画等の作成に入りつつあります。仲間たち、子どもたち、ご家族の方々へは、さまざまなご協力をお願いすることがある 

と思いますが、よろしくお願いします。 

さて、夏休みでの出来事等は、ホームページに随時アップされています。ホームページをご覧になったことはありますか。 

生活介護の仲間たちの活動の様子、それぞれの放課後等デイサービスの子どもたちの活動の様子は、ほぼ毎日、写真や動画で 

公表されています。仲間たちや子どもたちと一緒にご覧になり、「どんな感じだった？」「楽しかった？」等々のやりとりをさ 

れても良いかと思います。事業所での活動を自宅で振り返ることはとても大切なことと捉えています。自分が“何をしたのか” 

“どんな思いだったのか”を人とのコミュニケーションの中で振り返ることで、“こんなことをやったんだ”という確信と、 

“また、やってみたい”という意欲に結びつき、場面場面で途切れていたシーンがしっかりとつながると思っています。漠然 

とですが、「なんか、すごいじゃん。」と思う瞬間ですね。支援計画の中では、意図的に、家族の方々とコミュニケーションを 

取りながら、振り返るための課題を設定していることもあります。時と場所が変わっても思いをつなげてもらいたい、そんな 

願いが込められています。ぜひ、事業所からの連絡ノートや自分ノート等々の写真等を活用し、たくさんの話を家庭の中でし 

てください。時間はかかりますが、後々、すごい力として跳ね返ってきます。楽しみですね。 

支援員、指導員はこれから支援の前期まとめの作業に入ります。個別面談の際にご報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


